
                                                              

      
 

府
教
委
が
示
し
た
、
府
内
４
地
域
に
お
け
る
、

①
分
校
期
間
で
の
在
籍
最
大
生
徒
数
予
定
、
②

分
校
で
学
ぶ
「
対
象
者
」
の
想
定
、
③
給
食
の

喫
食
数
（
職
員
含
む
）
の
想
定
、
④
校
舎
の
使

用
フ
ロ
ア
の
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

１
，
豊
能
・
三
島
地
区 

①
１
５
０
人 

②
吹
田
支
援
の
「
社
会
自
立
の
た
め
の
コ
ー
ス

（
仮
称
）
」
在
籍
生
徒
及
び
高
槻
支
援
、
茨
木

支
援
校
区
の
生
徒
の
う
ち
条
件
を
満
た
す
希

望
者
を
想
定 

③
２
３
０
人 

④
２
階
ま
で
使
用 

            

２
，
北
河
内
地
域 

①
２
０
０
人 

②
寝
屋
川
支
援
の
高
等
部
生
徒
全
員
と
交
野
支

援
・
生
活
課
程
生
徒
の
う
ち
対
象
通
学
地
域

の
生
徒
を
想
定 

③
３
０
０
人 

④
３
階
ま
で
を
使
用 

３
，
中
河
内
・
南
河
内
地
域 

①
２
３
０
人 

②
八
尾
支
援
の
高
等
部
生
徒
全
員
（
八
尾
支
援

よ
り
高
等
部
進
学
時
の
通
学
地
域
が
、
東
大

阪
支
援
を
含
む
）
を
想
定 

③
３
５
０
人 

④
３
階
ま
で
を
使
用 

４
，
泉
北
・
泉
南
地
域 

①
９
０
人 

②
佐
野
支
援
の
校
区
内
で
対
象
通
学
区
域
を
設

定
。
そ
の
通
学
区
域
内
の
高
等
部
生
徒
を
想

定 

③
１
４
０
人 

④
校
舎
に
つ
い
て
は
、
２
階
建
て 

５
，
そ
の
他
の
府
教
委
の
説
明 

（
１
）
設
備
・
備
品
等
整
備
と
予
算
に
つ
い
て 

 

引
き
続
き
関
係
校
と
協
議
を
続
け
る
が
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
、
転
落
防
止
柵
の
設
置
、 

       

厨
房
改
修
に
必
要
な
予
算
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、 

備
品
等
の
購
入
予
算
規
模
を
示
す
の
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。
新
校
に
移
行
す
る
事
が
決
ま
っ

て
い
る
「
鳥
飼
」
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
も

検
討
で
き
る
が
、
そ
の
他
は
難
し
い
。
備
品
・

消
耗
品
に
つ
い
て
は
本
校
か
ら
移
動
し
て
も
ら

う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。 

（
２
）
仮
校
舎
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て 

 

今
回
の
「
整
備
規
模
」
は
仮
校
舎
と
し
て
の

も
の
で
あ
り
、
新
校
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
は
全
く

別
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
支
援
教
育
課
と
し

て
は
分
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
関

係
課
と
論
議
を
し
て
い
る
。 

（
３
）
使
用
し
な
い
校
舎
フ
ロ
ア
に
つ
い
て 

 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
を
整
備
し
な
い
と
、
消

防
法
上
、
使
用
が
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
生

徒
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
使
用
し
な
い
フ

ロ
ア
に
つ
い
て
は
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
よ
う

に
「
封
鎖
」
を
す
る
予
定
で
あ
る
。 

（
４
）
仮
校
舎
の
工
事
内
容
図
面
な
ど 

 

工
事
は
施
設
課
が
担
当
す
る
。
工
事
の
図
面

や
仕
様
書
を
府
障
教
に
情
報
提
供
が
可
能
か
ど

う
か
は
、
担
当
課
で
は
な
い
の
で
現
時
点
で
は

回
答
で
き
な
い
。 

（
５
）
新
校
整
備
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て 

 

予
算
要
求
が
秋
に
は
じ
ま
る
の
で
、
そ
れ
ま

で
に
は
「
基
本
設
計
」
を
確
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
図
面
を
引
く
か
は
専
門
家
に

お
ま
か
せ
し
て
い
る
。
府
障
教
や
よ
く
す
る
会

と
の
懇
談
が
可
能
か
ど
う
か
は
検
討
し
た
い
。 

６
，
当
面
の
と
り
く
み 

府
教
委
は
、
分
校
で
学
ぶ
「
対
象
者
」
に
つ

い
て
、「
今
後
検
討
を
重
ね
、
６
月
中
旬
を
め
ど

に
４
地
域
す
べ
て
に
お
い
て
確
定
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
府
教
委
が
学
校
建
設
を
怠
っ
て
き

た
た
め
に
、「
仮
校
舎
」
と
い
う
異
例
中
の
異
例

措
置
に
よ
り
、
転
校
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
子
ど

も
・
保
護
者
お
よ
び
該
当
校
関
係
者
に
と
っ
て

は
重
要
な
問
題
で
す
。
文
部
科
学
省
は
「
学
校

施
設
整
備
指
針
」
の
改
訂
等
に
つ
い
て
（
通
知
）

に
お
い
て
「
計
画
的
な
整
備
」
と
し
て
、「
専
門

家
、
教
職
員
、
地
域
の
人
々
の
参
画
を
促
す
な

ど
し
て
、
関
係
者
間
で
共
通
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
こ
と
」
を
明
記
し
。
当
事
者
参
加

の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
各
分
会
で
は
、

情
報
を
保
護
者
に
開
示
し
、
学
校
長
に
説
明
を

求
め
る
な
ど
、
参
加
と
共
同
の
学
校
づ
く
り
の

観
点
で
、
保
護
者
・
当
事
者
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
と
り
く
み
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

府教委「平成２２年度 分校（分教室）の整備規模について（基本方針）」 

「分校（分教室）の設置期間の最大規模をもとに設計の発注 

（スプリンクラーの設置と厨房改修）をおこなう」 

「対象者については、６月中旬をめどに４地域すべてにおいて確定する」 

大阪府立障害児学校教職員組合発行  府障教ニュース号外（全教職員配布用）                                     ２００９年５月１４日 発行 

５
月
１
２
日
、
府
教
委
は
府
障
教
に
対
し
て
、
「
平
成
２
２
年
度 

分
校
（
分
教
室
）
の
整
備
規

模
に
つ
い
て
（
基
本
方
針
）
」
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
回
の
「
基
本
方
針
」
は
、
分
校
（
分
教
室
）

の
設
置
期
間
の
最
大
規
模
を
想
定
し
、
「
こ
の
規
模
を
も
と
に
設
計
の
発
注
を
お
こ
な
う
」
と
し
、

分
校
（
分
教
室
）
で
学
ぶ
「
対
象
者
」
に
つ
い
て
は
、
「
今
後
検
討
を
重
ね
、
６
月
中
旬
を
め
ど
に

４
地
域
す
べ
て
に
お
い
て
確
定
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

②
の
条
件 

１
）
高
等
部
生
徒
（
新
１
・
２
年
） 

２
）
保
護
者
お
よ
び
本
人
が
希
望
す
る
生

徒
の
う
ち
、
通
学
が
可
能
で
あ
る
生
徒

（
指
定
さ
れ
た
通
学
バ
ス
等
の
条
件

を
踏
ま
え
て
） 

３
）
「
社
会
自
立
の
た
め
の
コ
ー
ス
（
仮

称
）
」
を
希
望
し
、
コ
ー
ス
の
目
的
を

理
解
し
て
く
れ
る
保
護
者
お
よ
び
本

人
。 

第
２
回
学
校
建
設
地
域
別
検
討
委
員
会 

６
月
２
日
（
火
）
７
時 

７
０
５
号
室 


